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 以下の事例は、個別支援及びチームアプローチにおけるあなたの考えを明らかにする 

ために、記入していただきます。 

 ひとつの事例を「個別支援の視点」と「チームアプローチの視点」の二つの視点から、
記入してください。 

 

【個別支援の視点】 

１ プロフィール 

男・女   年齢  歳   障害程度（手帳の有無）：        障害名： 

２ 事例の概要  100文字以内でまとめること 

一読して把握できるように、ポイントを100文字以内で記載してください。 

例１） １年ほど前の脳血管疾患による左上下肢マヒ及び遂行機能の障害がある40代の就職 

希望のある在宅の男性への支援（52文字） 

例２）養護学校卒業後、いったん福祉的就労をしたが職場環境や人間関係により上手くいかず、 

現在何もせず高齢の父親と二人暮らしを続ける30代の女性への支援(7０文字) 

３ インテーク時に留意した点 

 インテークの際に、意識してどこに着目し、何に気をつけているか、あるいは意識しないで行っているな

ど、あなたの日々のインテーク時の着目点を記入してください。 

 

４ アセスメント時に留意した点 

 アセスメントの際に、意識してどこに着目し、何に気をつけているか、あるいは意識しないで行っている

など、あなたの日々のアセスメントの着目点を記入してください。 

 

５ プランニング時に留意した点 

 プランニングの際に、意識してどこに着目し、何に気をつけているか、あるいは意識しないで行っている

など、あなたの日々のプランニングの着目点を記入してください。 

 

６ モニタリング時に留意した点 

 モニタリングの際に、意識してどこに着目し、何に気をつけているか、あるいは意識しないで行っている

など、あなたの日々のモニタリングの着目点を記入してください。 

 

７ 相談支援をすすめていく上で難しいと感じた点 

 提出された事例の相談支援を展開している中で、あなた自身が利用者と向き合う中で、難しいと感じた点、

例えば「かかわり方が分からない」「相談支援がうまく進んでいかない」「サービス調整だけでは限界がある」

など記入してください。 
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事例の記入のポイント 



                    

【チームアプローチの視点】 

８ 支援の現状（支援計画） 

 現時点での本人の目標や支援計画の内容を記入してください。 

９ かかわりの現状（エコマップ） 

現時点での本人を取り巻く周囲との関係性について、下記の記載例を参考にエコマップで表してください。 

かかわりの方向を→で、かかわりの強さや弱さを線の太さや点線等で示してください。 

      （例） かかわりが強い＝ かかわりが弱い＝ 

 【記入例】 

 

10 本人、家族及び関係機関との協働において工夫したこと 

 本人、家族及び関係者との協働において、気を付けた点、工夫した点、あるいは大切にした視点などについ

て記入してください。 

又、かかわり方として工夫したことを記入してください。 

11 チームアプローチをすすめていく上で難しいと感じた点 

 チームアプローチを展開する中で、難しいと感じた点や地域の課題と捉えていることを記入してください。 

★演習時にグループメンバーに配布し、終了後に回収します。 
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